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アルブミン製剤の光安定性に及ぼす N-アセチル -メチオニンの影響
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【緒言】 アルブミン製剤には，カプリル酸ナトリウム（Oct）と N-アセチル-L-
トリプトファン（N-AcTrp）の 2 種の安定化剤が添加されている．我々はこれま

でに，より安定化効果を有するアミノ酸としてメチオニンに着目しその抗酸化能

を評価した結果，N-アセチル-L-メチオニン（N-AcMet）は N-AcTrp と同等，ある

いはそれ以上の抗酸化効果を有する可能性を明らかにした．そこで今回，N-AcMet 
と N-AcTrp において，アルブミン製剤に及ぼす光安定性について比較検討した．  

【方法】 試験サンプルを光安定性装置に 4 週間保管後，下記の方法で試験を

行った．添加剤の抗酸化効果は，電子スピン共鳴（ESR）及びカルボニル含量によ

り測定した．構造及び熱安定性の評価は，円二色性（CD）スペクトル，NATIVE-PAGE 
及び断熱型示差走査熱量計（DSC）により評価した． 

【結果及び考察】 添加剤のラジカル消去能を ESR により検討した結果，

N-AcMet の N-AcTrp と比較した顕著なラジカル消去能が観察された．さらに光

照射によるアルブミンの酸化は，N-AcMet 添加時では顕著に抑制された．一方，

N-AcTrp 添加時では酸化の促進が観察された．アルブミンの構造安定性を CD ス
ペクトルにより検討した結果，光照射処理後 N-AcMet 添加時では光照射前の構造

を保持していたものの，N-AcTrp 添加時ではα-へリックスの減少が観察され，

NATIVE-PAGE 上でのアルブミンの断片化も認められた．次にアルブミンに対す

る熱安定性を DSC により評価した結果，N-AcTrp 添加時と比較して，N-AcMet 添
加時のアルブミンの顕著な熱安定化効果が観察された．以上の結果より，N-AcTrp 
に代わる添加剤として N-AcMet の有用性が示唆された． 


